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若
い
ド
ク
タ
ー

が
や
る
気
を
失
い

か
ね
な
い
医
療
情

勢
で
あ
る
。
制
度

の
問
題
だ
け
で
な
く
、
患
者

大
衆
や
国
民
の
価
値
観
の
問

題
も
あ
る
。
若
い
ド
ク
タ
ー

に
誇
り
と
希
望
を
持
た
せ
る

良
案
が
見
つ
か
ら
な
い
。

　

韜
晦（
と
う
か
い
）と
い
う

の
は
「
旧
唐
書
（
宣
宗
紀
）」

に
由
来
す
る
言
葉
で
、
大
阪

人
の「
わ
し
、
阿
呆
や
ね
ん
」

と
ほ
ぼ
同
意
で
、
火
中
の
栗

を
拾
わ
な
い
よ
う
に
自
分
の

能
力
を
隠
す
、
要
領
の
い
い

生
き
方
の
こ
と
で
あ
る
。

　

歯
科
医
は
こ
の
逆
に
「
器

用
貧
乏
、
隣
の
馬
鹿
に
使
わ

れ
る
」
タ
イ
プ
が
多
い
。

　

財
務
経
理
や
外
国
語
に
熟

達
し
て
い
て
本
業
外
の
需
要

が
あ
り
、
器
用
貧
乏
で
多
忙

な
の
も
、
自
己
満
足
か
も
し

れ
な
い
が
趣
味
に
才
能
を
発

揮
す
る
の
も
、
本
業
が
盛
業

で
明
る
け
れ
ば
い
い
。

　

麻
酔
を
専
攻
し
て
多
忙
な

の
も
本
業
の
一
部
だ
か
ら
い

い
が
、
歯
科
医
だ
か
ら
と
い

う
理
由
で
相
応
の
評
価
を
受

け
ず
や
る
気
を
失
え
ば
、
貴

重
な
人
的
資
源
の
国
家
的
損

失
で
あ
る
。

　

器
用
貧
乏
も
困
る
が
「
歯

し
か
で
き
ま
へ
ん
」
と
い
う

「
韜
晦
」
が
歯
科
医
の
良
質

な
生
き
方
と
も
言
え
な
い
。

医科・歯科１万人突破

寺
嶋
洋
幸
（
組
織
部
副
部
長
）

　

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会

（
歯
科
）・
大
阪
府
保
険
医

協
会
（
医
科
）
の
会
員
が
、

歯
科
３
７
４
５
人
・
医
科
６

２
６
８
人
と
な
り
、
大
阪
の

保
険
医
協
会
会
員
が
１
０
０

１
３
人
と
１
万
人
を
突
破
し

ま
し
た
。

　

協
会
は
２
月
か
ら
新
点
数

説
明
会
を
含
め
た
診
療
報
酬

改
定
対
策
を
軸
に
会
員
を
増

や
す
取
り
組
み
を
開
始
し
、

そ
の
結
果
、
２
月
１
日
以
降

の
入
会
が
69
人
、
退
会
を
含

め
て
も
46
人
の
実
増
と
な
り

ま
し
た
。

　

全
国
の
協
会
で
も
新
点
数

対
策
の
取
り
組
み
で
多
く
の

入
会
者
を
迎
え
て
、
保
団
連

は
10
万
３
千
人
と
な
り
ま
し

た
。
都
道
府
県
単
位
で
１
万

人
を
突
破
し
た
の
は
、
全
国

で
大
阪
が
最
初
で
す
。

　

保
険
医
協
会
の
“
新
点
数

説
明
会
は
分
か
り
や
す
い
”

“
テ
キ
ス
ト
が
充
実
し
て
い

る
”“
情
報
が
早
く
て
豊

富
”
な
ど
と
、
知
人
に
入
会

を
勧
め
て
く
だ
さ
っ
た
先

　

協
会
で
は
こ
う
し
た
医
療

改
善
を
進
め
る
取
り
組
み
と

共
に
、
こ
の
間
診
療
報
酬
改

定
関
連
の
書
籍
発
行
と
説
明

会
の
開
催
に
力
を
注
ぎ
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
開
い

た
在
宅
や
医
療
安
全
講
習
会

が
、
施
設
基
準
の
届
出
要
件

を
満
た
す
必
要
な
研
修
と
し

て
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
協

会
主
催
の
研
修
会
が
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
情
報
提
供
や
社
保
講
習
会

・
臨
床
講
習
会
の
開
催
な

ど
、
日
常
の
世
話
役
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
よ
り
良
い
歯
科

医
療
制
度
、
歯
科
医
療
を
受

け
や
す
い
制
度
を
目
指
し
、

保
険
医
と
国
民
の
立
場
に
立

っ
て
運
動
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
会
員
の
先
生
の
ご
協
力

を
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
阪
府
歯
科
医
師
会
は
、

橋
下
徹
大
阪
府
知
事
が
財
政

改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
で
同
会

の
歯
科
口
腔
保
健
事
業
等
へ

の
補
助
金
削
減
を
提
示
し
た

こ
と
に
反
対
す
る
府
民
署
名

を
40
万
２
２
８
１
筆
集
め
、

４
月
28
日
、
大
阪
府
に
提
出

し
た
。
同
会
は
、
補
助
金
削

減
で
夜
間
救
急
歯
科
診
療
や

障
害
者
へ
の
歯
科
医
療
の
提

供
が
困
難
に
な
る
と
し
て
、

　

協
会
・
保
団
連
は
４
月
24

日
、
衆
・
参
両
議
員
会
館
を

訪
れ
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
中
止
・
撤
回
や
、
新
保

険
業
法
に
お
け
る
自
主
共
済

の
適
用
除
外
な
ど
を
大
阪
選

出
国
会
議
員
に
要
請
し
た
。

　

協
会
か
ら
永
田
悦
夫
副
理

事
長
、
小
山
榮
三
理
事
・
相

談
役
、
古
田
光
行
監
事
、
事

務
局
ら
５
人
が
参
加
し
、

「
国
民
の
強
い
怒
り
を
沸
き

起
こ
し
て
い
る
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
廃
止
を
お
願
い

し
た
い
」
な
ど
と
訴
え
た
。

　

面
談
し
た
辻
元
清
美
議
員

（
衆
・
社
民
）
は
「
年
金
が

目
減
り
し
、
介
護
保
険
料
や

物
価
が
上
が
る
中
で
、
庶
民

に
と
っ
て
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
は
拷
問
の
よ
う
な
話
」

と
批
判
。
野
党
４
党
提
出
の

廃
止
法
案
を
「
審
議
さ
せ
る

よ
う
に
も
っ
て
い
き
た
い
」

と
力
を
込
め
た
。

　

辻
元
議
員
に
は
「
保
険
業

法
の
適
用
除
外
を
求
め
る
請

願
」
署
名
１
２
８
８
筆
を
託

し
た
。

　

吉
井
英
勝
議
員
（
衆
・
共

産
）
は
、
同
制
度
に
対
し

「
国
民
の
怒
り
で
与
党
議
員

が
恥
ず
か
し
く
て
街
を
歩
け

な
い
、
と
い
う
状
況
に
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
、
中

止
・
撤
回
に
全
力
を
尽
く
す

こ
と
を
約
束
し
た
。

　

４
月
17
日
に
発
足
し
た
自

民
党
の
「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
を
考
え
る
会
」
に
名
を

連
ね
る
竹
本
直
一
議
員
（
衆

・
自
民
）
の
秘
書
は
、「
何

と
か
改
善
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
」
と
話
し
た
。

（
今
回
の
要
請
先
・
敬
称
略
）

【
面
談
議
員
】

辻
元
清
美
（
衆
・
社
民
）・

吉
井
英
勝
（
衆
・
共
産
）

【
秘
書
対
応
】

（
衆
・
自
民
）
井
脇
ノ
ブ
子

・
大
塚
高
司
・
岡
下
信
子
・

川
条
志
嘉
・
北
川
知
克
・
竹

本
直
一
・
谷
畑
孝
・
中
馬
弘

毅
・
と
か
し
き
な
お
み
・
中

山
太
郎
・
中
山
泰
秀
・
西
野

あ
き
ら
・
原
田
憲
治
・
松
浪

健
四
郎
・
松
浪
健
太
・
柳
本

卓
治
・
矢
野
隆
司
、（
参
）

北
川
イ
ッ
セ
イ
・
谷
川
秀
善

（
衆
・
公
明
）
池
坊
保
子
・

北
側
一
雄
・
佐
藤
茂
樹
・
谷

口
隆
義
・
田
端
正
広
・
福
島

豊
、（
参
）
白
浜
一
良
・
山

下
栄
一
・
山
本
香
苗

（
衆
・
民
主
）
長
安
豊
・
平

野
博
文
・
藤
村
修
、（
参
）

梅
村
聡
・
尾
立
源
幸
・
藤
原

正
司
・
松
岡
徹

（
衆
・
共
産
）
石
井
郁
子

会
員
拡
大
の
ご
協
力
に

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

シリーズ社保講習会
【会場】Ｍ＆Ｄホール（各回とも18～20時）
【定員】100人（会員無料・未入会者１万円）
※『歯科保険診療の研究（2008年４月版）』
を忘れずにご持参ください

第１回目　６月21日（土）「初・再診料、
医学管理料」「在宅医療」について
第２回目　７月26日（土）「検査、画像診
断、投薬、麻酔」「処置」「手術」について
第３回目　８月23日（土）「歯周疾患」「歯
冠修復・ブリッジ」「有床義歯」につ
いて

生
、
勤
務
医
や
家
族
に
勧
め

て
頂
い
た
院
長
先
生
、
そ
し

て
こ
の
間
ご
入
会
く
だ
さ
っ

た
先
生
に
、
改
め
て
お
礼
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
や
医
療
崩
壊
な
ど
、
テ

08
年
改
定
を
踏
ま
え
て
分
か

り
や
す
く
解
説
す
る
、
シ
リ

ー
ズ
「
社
保
講
習
会
」
を
３

回
に
分
け
て
開
く
（
右
下
参

照
）。
ま
た
、「
歯
科
外
来
診

療
環
境
体
制
加
算
」
や
「
在

宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
」

の
施
設
基
準
の
研
修
に
対
応

し
た
講
習
会
も
、
６
月
７
日

に
開
く
（
３
面
行
事
案
内
参

照
）。

署
名
を
呼
び
掛
け
た
。

　

同
会
の
取
り
組
み
は
、
橋

下
改
革
に
反
対
す
る
医
療

界
、
教
育
界
、
文
化
界
な
ど

に
先
駆
け
た
大
き
な
運
動

で
、
今
後
、
府
議
会
な
ど
の

動
き
が
注
目
さ
れ
る
。
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未
入
会
員
の
先
生
に
、
こ
の
新
聞
を
お
送
り
す
る
に
際
し
、
社
会
保
険
事
務
局
・
各
種
名
簿
な
ど
に
よ
り
情
報
を
取
得
致
し
ま
し
た
。
当
会
が
取
得
し
て
い
る
個
人
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
①
ご
入
会
の
ご
案
内
②
当
会
の
新
聞

の
配
布
③
講
習
会
な
ど
の
ご
案
内
④
各
種
共
済
制
度
の
ご
案
内―

―

に
利
用
し
、
こ
れ
ら
以
外
で
利
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
、「
今
後
の
郵
送
を
断
わ
る
」
な
ど
の
申
し
出
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
当
協
会
事
務
局
（
TEL�

06
︱
６
５
６
８
︱
７
７
３
１
）・
組
織
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｐ
Ｒ
増
刷
号

今
号
は
大
阪
府
下
の
全
歯
科
開
業
医
の
先
生
方
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
協
会
に
ご
入
会

下
さ
い
。
ご
入
会
、
協
会
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
組
織
部
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

協
会
の
専
門
部
や
地
区
で

実
施
し
た
講
習
会
へ
の
参
加

人
数
が
、
07
年
度
は
５
０
０

０
人
を
越
え
た
。

　

協
会
実
施
の
講
習
会
が
施

設
基
準
の
届
出
要
件
を
満
た

す
研
修
と
し
て
認
め
ら
れ
る

な
ど
評
価
さ
れ
、
07
年
度
は

55
回
の
講
習
会
を
実
施
し
、

５
１
１
８
人
が
参
加
し
た
。

　

08
年
度
は
当
面
、『
歯
科

保
険
診
療
の
研
究
（
08
年
４

月
版
）』
を
テ
キ
ス
ト
に
、

お
知
ら
せ

　

協
会
政
策
部
か
ら
の
連
載

「
診
療
報
酬
08
改
定　

狙
い

と
本
質
を
読
む
③
」
は
今
号

は
休
載
し
、
次
号
に
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

自民からも見直しの声

後期高齢者医療制度

国民の怒りで廃止へ
国
会
要
請

今後、社保講習会など実施

2007年度講習会

5000人超える参加者

保険業法適用除外求める署名を
受け取る辻元議員（上）と、後期
高齢者医療制度廃止の訴えを聞
く吉井議員（下）＝４月24日、議
員会館内

レ
ビ
や
新
聞
・
週
刊
誌
で
保

団
連
や
全
国
の
協
会
、
協
会

が
加
盟
す
る
社
保
協
の
運
動

が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
特
に
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
で
は
、
法
律
案
が
出

さ
れ
た
時
か
ら
問
題
点
を
指

摘
し
、
粘
り
強
く
運
動
を
続

け
、
今
や
政
治
を
動
か
す
世

論
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
私
た
ち
の
運
動
が
国

民
・
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

都
道
府
県
で
１
万
会
員

大
阪
が
最
初

更
な
る
医
療
改
善
運
動

と
世
話
役
活
動
を

財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム

案
に
40
万
署
名
提
出

　
　
　
　
　
　
　

府
歯


